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Aoyama Journal of International Studies 
投稿規定・執筆要項 

1. 応募資格 
① 国際政治経済学部専任教員 
② 国際政治経済学部専任教員とその共同研究者 
③ 国際研究センター運営委員会が委託または承認する執筆者 
④ 国際政治経済学研究科在籍学生 
⑤ 国際政治経済学研究科の修了生 

 
2. 論文審査 

 上記の④及び⑤による論文は、審査の上採否を決定します。採否は原則として 1 ヶ月を目途に通知 
します。投稿は常時受け付けています。 

 
3. 原稿の種類 

原稿の種類は、プロジェクト報告、論説、投稿論文の 3 種類で、いずれも執筆者のオリジナルであり、かつ未発

表のものに限ります。 
 

3.1. プロジェクト報告: 邦文 10,000 字以内、英文 5,000words 以内（図表 1 つにつき邦文では 400 字、英文では

200words と換算）。プロジェクト予算を獲得・運用した場合は、その義務としてプロジェクトがどのように運用さ

れたか、そしてどのような成果があったかなど、プロジェクトの実践を報告してください。日本語と英語以外の言

語で執筆する場合、日本語（1,200 字程度）か英語（600words 程度）の要約を付してください。 
 

3.2. 論説：邦文 24,000 字以内、英文 12,000words 以内（（図表は 1 つにつき邦文では 400 字、英文では 200words
と換算）。日本語と英語以外の言語で執筆する場合、邦文（1,200 字程度）か英文（600words 程度）の要約を

付してください。プロジェクト予算による報告書の他に、任意でその成果を論文として発表することができます。

但し、１プロジェクトにつき論文 1 点のみ掲載可能とします。 
 

3.3. 投稿論文：邦文 24,000 字以内、英文 12,000words 以内。（（図表は 1 つにつき邦文では 400 字、英文では

200words と換算）。 
 
4. 原稿提出方法 

原稿は、A4 設定でコンピュータにて作成し、原稿と記録媒体と「申請書」（申請書は上記 1④⑤の応募者のみ）

を共に提出してください。原稿提出者は指定された期日を守り校正してください。なお、いったん提出した原稿

は校正の段階で差し替えることはできません。 
 
5. 刊行スケジュール 

刊行は、年 1 回(2 月予定)とします。 
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6. 著作権等 
掲載された論文などの著作権は、著者に帰属するものとします。但し、掲載された論文等は、データ 
ベース化を必須とし、論文執筆者は、図書館によるデジタル化と一般公開に同意したものとみなします。 

 
7. 投稿にあたっての注意 

①  人を対象とする研究の成果を投稿するにあたっては、「青山学院大学人を対象とする研究に関する倫理規

則」に従って学長の許可を得て実施された研究でなければなりません。 
②  執筆中の原稿内にある図画像の被写体となっている人物や著作権者、所蔵者から公開の許諾を取ってくだ

さい。 
 
8.  抜き刷りについて 

抜き刷り印刷は作らず、PDF ファイルを執筆者に渡すのみとします。 
 
9. 原稿提出先 

原稿は青山学院大学国際研究センター（〒150-8366 東京都渋谷区渋谷 4-4-25）に提出してください。 
連絡先：rsc@sipec.aoyama.ac.jp 
投稿論文（査読要） 提出締め切り：2023 年 7 月 4 日（火） （7 月最初の週の火曜日）   

プロジェクト報告、論説 提出締め切り：2023 年 9 月 5 日（火） （9 月最初の週の火曜日） 
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